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本
年
度
定
例
総
会
は
五
月
十

七
日
（
火
）
安
威
川
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

司
会
者
は
山
下
弘
子
副
会
長
、

議
長
は
村
上
元
悟
三
中
校
区
推

進
委
員
長
に
よ
っ
て
進
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
総
会
の
最
大
の
特
徴

は
、
こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
人

権
協
（
人
権
教
育
啓
発
推

進
協
議
会
）
を
「
人
権
協

会
」と
名
称
変
更
し
、「
人

権
相
談
」
と
い
う
新
た
な

事
業
を
付
け
加
え
た
こ

と
で
す
。

ま
た
役
員
改
選
に
よ
り

二
年
任
期
の
新
役
員
を

下
記
の
ご
と
く
選
出
し

ま
し
た
。

　
記
念
行
事
は
、
琉
球
古

典
音
楽
安
冨
祖
流
絃
声

会
関
西
支
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
沖
縄
の
う
た
と

踊
り
で
し
た
。

　
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
会
場
全
体
が
乗
せ
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
の
参
加
者
は

総
会
八
三
名
、
記
念
行
事
五

四
名
、
合
計
一
三
七
名
で
昨

年
度
の
倍
近
い
人
数
と
な
り

ま
し
た
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盛況!! 沖縄のうたと踊り（記念行事）

ぼくたちは　わすれられない　ヒロシマを　かく兵器なんて　二度といらない（味舌小学校６年　中野裕次）
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毎
年
、
年
間
三
つ
の
行
事
を
企
画
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
も
同
様
に
三
回
行
う

予
定
で
、
そ
の
内
二
回
が
内
定
し
て
い
ま

す
。
　

　（
１
）演
劇
公
演「
定
年
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」

（
１
０
月
３
０
日
（
日
）
の
予
定
）

　
出
演
：
「
つ
つ
じ
満
開
座
」

　
※
つ
つ
じ
満
開
座
は
富
田
林
市
の
公
民

館
講
座
か
ら
生
ま
れ
た
市
民
劇
団
で
す
。

安
威
川
公
民
館
等
関
係
団
体
と
共
催
し

て
行
う
予
定
で
す
。

※
高
齢
化
社
会
に
あ
っ
て
定
年
後
の
生

活
の
あ
り
方
、
生
き
方
が
模
索
さ
れ
て
い

ま
す
。
定
年
後
の
人
た
ち
で
結
成
さ
れ
た

市
民
劇
団
が
身
を
も
っ
て
、
そ
の
課
題
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
笑
い
と
ペ
ー
ソ
ス
の
あ

る
お
芝
居
で
す
。

　（
２
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
１
１
月
２

７
日
（
日
）
の
予
定
）

　
京
都
「
角
屋
も
て
な
し
の
文
化
美
術
館
」

ほ
か角

屋
は
島
原
開
設
当
初
か
ら
も
て
な
し

文
化
の
場
で
あ
る
揚
屋
建
築
の
唯
一
の
遺

構
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
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一
中
校
区

　
　
委
員
長
　
　
宮
永
　
照
子

　
　
副
委
員
長
　
並
田
　
勝
彦
　

　
　
副
委
員
長
　
山
岡
　
鉄
男
　
　

　
　
書
　
記
　
　
中
谷
　
　
隆

　
　
会
　
計
　
　
廣
内
　
正
子
　

　
△△△△△     

二
中
校
区

二
中
校
区

二
中
校
区

二
中
校
区

二
中
校
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平
成
１
７
年
度
活
動
予
定
▽

平
成
１
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度
活
動
予
定
▽

平
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１
７
年
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活
動
予
定
▽

平
成
１
７
年
度
活
動
予
定
▽

平
成
１
７
年
度
活
動
予
定
▽

　
・
５
／
２
６
（
木
）
役
員
会

　
　 

（
年
間
行
事
計
画
）

　
・
６
／
１
０
（
金
）
役
員
会

　
　
　（
６
／
２
５
の
研
修
会
に
向
け
て
）

　
・
６
／
２
５
（
土
）
研
修
会

　
　  
１
３
：
３
０
〜
１
５
：
０
０

　
　  
鳥
飼
西
小
学
校
　
会
議
室
に
て

　
　
　
講
師
　
　
小
林 

貞
夫
　
氏

　
　
　
テ
ー
マ
　『
鳥
飼
の
歴
史
』

　
・
７
月 

〜
９ 

月

　
　
　『
二
中
校
区
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
』

　
　（
実
　
態
　
調
　
査
）

　
・
１
０
／
２
８
（
金
）　
役
員
会

　
　
　（
１
１
／
２
６
の
講
演
会
に
向
け
て
）

　
・
１
１
／
２
６
（
土
）

　
　
　
１
３
：
３
０ 

〜
１
５
：
０
０

　
　
　
鳥
飼
北
小
学
校
　
視
聴
覚
室
に
て

　
　
　
講
師
　
　
　
未
　
定

　
　
　
テ
ー
マ
　『（
人
権
問
題
）』

　
・
１
２
／
１
６
（
金
）
役
員
会

　
　
　（
１
／
１
７
〜
２
９
の

人
権
作
品
展
に
向
け
て
）

　
・
１
／
１
７
（
火
）

　
　
　
　
　
　
〜
２
９
（
日
）
作
品
展
　

　
　
鳥
飼
北
、
西
小
学
校
の
児
童

　
　
　
　
に
よ
る
人
権
作
品
展
　

　
　
　
新
鳥
飼
公
民
館
に
て

　
・
１
／
３
０
（
月
）
役
員
会

　
　（
２
月
〜
３
月
の
人
権
バ
ス
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
向
け
て
）

　
・
２
月
〜
３
月
　
人
権
バ
ス
ツ
ア
ー

　
　（
詳
細
は
、
四
中
校
区
に
依
頼
）

　
・
３
月
　
反
省
会
（
年
度
の
反
省
会

　
　
　
　
　
と
次
年
度
へ
の
展
望
）

新
役
員

　
二
中
校
区

　
　
委
員
長
　
　
内
藤
　
一
男

　
　
副
委
員
長
　
平
岡
　
利
彦

　
　
　
〃
　
　
　
友
野
　
美
恵
子

　
　
　
〃
　
　
　
宮
田
　
匡
代

　
　
書
　
記
　
　
岡
　
　
佳
代
子

　
会
　
計
　
　
土
井
　
絹
代

△△△△△     

三
中
校
区

三
中
校
区

三
中
校
区

三
中
校
区

三
中
校
区     

２
０
０
５
年
度
の
活
動
計
画

２
０
０
５
年
度
の
活
動
計
画

２
０
０
５
年
度
の
活
動
計
画

２
０
０
５
年
度
の
活
動
計
画

２
０
０
５
年
度
の
活
動
計
画

▽▽▽▽▽
去
る
、
５
月
２
５
日
校
区
推
進
委
員
会
を

開
催
し
、
今
年
度
の
活
動
計
画
が
決
ま
り
ま

し
た
。

Ｊ
Ｒ
千
里
丘
駅
前
広
場
に
お
い
て
の
市
民

街
頭
啓
発
活
動
を
今
年
度
は
４
回
実
施
す
る

予
定
で
す
。
私
た
ち
の
活
動
か
ら
、
地
域
の

方
々
に
も
参
加
を
い
た
だ
き
も
っ
と
大
き
な

地
域
の
活
動
に
な
る
よ
う
、
ま
ず
、
三
中
校
区

内
の
３
小
学
校
と
第
三
中
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
６
月
１
１
日
（
土
）
千
里
丘

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
の
方
々
と
ご
一
緒
に

行
う
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
以
降
、
三
宅
、
柳

田
、
三
中
に
も
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
千

里
丘
小
学
校
に
も
再
度
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

人
権
学
習
会
は
、
７
月
１
７
日
（
日
）
午

後
７
時
か
ら
「
縁
切
り
か
ら
見
る
江
戸
時
代

の
離
婚
女
性
の
人
権
」
と
題
し
て
開
催
す
る

予
定
で
す
。

講
師
　
千
葉
県
睦
沢
町
立
　
歴
史
民
俗
資

料
館
学
芸
員
　
久
野
一
郎
　
氏
、
場
所
　
福

祉
会
館
　
第
４
会
議
室
で
す
。

フ
ィ
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
１
１
月
２
３
日

（
祝
日
）
京
都
方
面
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
３
月
１
８
日
（
土
）
開

催
予
定
で
す
。

以
上
、
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
他
校

区
の
皆
様
も
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。新

役
員

　
三
中
校
区

　
　
委
員
長
　
　
　
村
上
　
元
悟

　
　
副
委
員
長
　
　
西
川
　
　
淳
　

　
　
　
〃
　
　
　
　
寺
西
　
重
雄

　
　
　
〃
　
　
　
　
茗
荷
　
充
幸

　
　
事
務
局
長
　
　
野
口
　
嘉
彦

　
　
会
　
計
　
　
　
西
村
　
友
司

　
　
会
計
監
査
　
　
林
田
　
紀
子

くにがちがっていても　いきていくことは　おなじ　（三宅小学校　二年　ゆ　か）



△△△△△     

四
中
校
区

四
中
校
区

四
中
校
区

四
中
校
区

四
中
校
区     

▽▽▽▽▽

　
抱
負
と
事
業
計
画

　
抱
負
と
事
業
計
画

　
抱
負
と
事
業
計
画

　
抱
負
と
事
業
計
画

　
抱
負
と
事
業
計
画

　　　　　
抱
負
　
８
年
間
の
活
動
の
積
み
重
ね
を

ば
ね
に
、
更
な
る
飛
躍
を
！

　
６
月
９
日
（
木
）
市
立
味
生
体
育
館
に

於
て
、
平
成
１
７
年
度
総
会
を
１
８
名
の

出
席
者
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

１
　
開
催
に
先
立
ち
恒
例
と
な
っ
た
「
ビ

デ
オ
学
習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
内
容
「
世
界
人
権
宣
言
が
で
き
る
ま
　

で
」
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
と
も
に

人
種
差
別
で
生
命
を
奪
わ
れ
た
多
く
の
人
、

恐
怖
と
貧
困
で
苦
悩
し
た
人
た
ち
の
実
態

が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
そ
れ
を
解
消
さ
せ

る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
人
々
の
行
動
と

過
程
を
学
習
す
る
。

２
　
総
会
審
議

　（
１
）
議
長
に
以
登
田
味
生
小
学
校
長
を

選
出
の
後
、
１
６
年
度
の
事
業
報
告
と
会

計
報
告
・
同
監
査
報
告
・
新
役
員
体
制
・
１

７
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
・
そ
し
て

運
営
要
綱
の
一
部
改
正
と
を
審
議
し
、
全

員
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　（
２
）
事
業
計
画
の
目
標

　
①
「
人
権
講
演
会
」
に
つ
い
て
は
、
過

去
８
回
行
っ
て
き
た
事
業
活
動
の
範
囲
を

広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
別
府
公
民
館
と

共
催
す
る
こ
と
で
﹇
実
施
時
期
・
内
容
・
場

所
﹈
等
に
つ
い
て
現
在
協
議
中
。

　
②
校
区
内
の
各
種
団
体
と
の
合
同
学
習
会
�

意
見
交
換
の
で
き
る
時
間
の
ゆ
と
り
を
持
つ
。

　
③
人
権
作
品
展
（
公
民
館
）
�
ひ
と
り
で
も

多
く
見
て
も
ら
え
る
時
期
を
選
ぶ
。

　
④
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
�
二
中
校
区
と
共
催

し
、
多
く
の
参
加
が
得
ら
れ
る
内
容
を
検
討
。

　
⑤
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
「
身

近
な
人
権
問
題
」
に
つ
い
て
学
習

　
⑥
事
業
計
画
が
目
的
ど
お
り
達
成
で
き
る
よ

う
、
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
に
努
力
。

新
役
員

四
中
校
区

　
１
７
・
１
８
年
度
役
員
体
制

　
委
員
長
　
　
　
中
川
　
　
豊

　
副
委
員
長
　
　
小
林
　
眞
紀
夫

　
　
〃
　
　
　
　
大
澤
　
勝
哉

　
　
〃
　
　
　
　
大
西
　
　
孝

　
　
〃
　
　
　
　
小
司
　
桂
子

　
書
　
記
　
　
　
濱
口
　
新
次

　
　
〃
　
　
　
　
馬
場
　
源
吾

　
会
　
計
　
　
　
佐
藤
　
桐
利

会
計
監
査
　
　
馬
場
　
正
弘

　
幹
　
事
　
　
　
古
谷
　
博
子

　
　
〃
　
　
　
　
中
島
　
恵
子

　
〃
　
　
　
　
馬
場
　
捷
子

　　　　　
△△△△△     

五
中
校
区

五
中
校
区

五
中
校
区

五
中
校
区

五
中
校
区     

▽▽▽▽▽

　　　　　
五
中
校
区
人
権
協
会
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
夏
の
催
し
は
今
年
も
「
星
空
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
行
な
う
こ
と
に
決
定
。

　
時
：
７
月
１
２
日

　
　
　
　
　
午
後
６
：
３
０
よ
り

　
人
権
ビ
デ
オ
上
映
、
森
山
市
長
の
お
話
し

に
続
い
て
声
楽
家
松
村 

妙
子
先
生
の
ピ
ア
ノ

弾
き
語
り
と
日
本
の
歌
の
「
ち
ょ
っ
と
く
つ

ろ
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
場
所
：
鳥
飼
東
公
民
館
二
階
　
ホ
ー
ル

　
秋
に
は
人
権
バ
ス
ツ
ア
ー
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
、
年
明
け
に
は
人
権
ミ
ニ
講
演
会

の
実
施
。
　

ま
た
、
今
年
度
は
１
２
月
に
実
施
さ
れ
る

人
権
作
品
展
の
巡
回
展
を
公
民
館
と
共
催
し

て
行
う
計
画
も
あ
り
ま
す
。

新
役
員

五
中
校
区

　
　
委
員
長
　
　
　
小
林
　
貞
夫

　
　
副
委
員
長
　
　
垣
岡
　
信
明
　

　
　
　
〃
　
　
　
　
河
崎
　
俊
孝

　
　
　
〃
　
　
　
　
末
　
　
康
夫

　
　
書
　
記
　
　
　
村
田
　
国
翁

　
　
会
　
計
　
　
　
末
　
　
康
夫

　
　
〃
　
　
　
　
河
井
　
　
進

　
幹
　
事
　
　
　
服
部
　
幸
生

　
　　

▲
人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
▼

１
２
／
１

　「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
可
決
成
立

１
２
／
２
４

　「
痴
呆
」
改
め
「
認
知
症
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
検
討
会

２
／
５

　「
妻
は
家
庭
」
反
対
（
４
８
％
）
が

　
　
賛
成
（
４
５
％
）
を
初
め
て
上
回
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
閣
府
調
査
）

３
／
１
６

　
狭
山
事
件
特
別
抗
告
を
最
高
裁
棄
却

　
　
弁
護
側
第
３
次
再
審
請
求
へ

４
／
１

　
個
人
情
報
保
護
法
施
行

５
／
５

　
朝
鮮
人
徴
用
実
態
調
査
の
た
め
、

　
　
政
府
が
企
業
１
０
０
社
に
調
査
票
送
付

５
／
９

　「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
自
公
民
が
検
討
チ
ー
ム

５
／
１
２

　
住
基
台
帳
閲
覧
制
限
の
方
向
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
検
討
開
始

５
／
１
３

　「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」

　
　
完
全
施
行
後
も
レ
ス
ト
ラ
ン
や

　
　
　
ホ
テ
ル
等
で
同
伴
拒
否
半
数
が
体
験

さだこさん　つるを信じて　いきたのに　（摂津小学校　六年　田中　由美子）



　　　　　　　　　　私たち大人私たち大人私たち大人私たち大人私たち大人（（（（（地地地地地域域域域域）））））が子どもにできることが子どもにできることが子どもにできることが子どもにできることが子どもにできること
　　　　　　　　　　　～すこやかな成長こそ子どもの人権～　　　　　　　　　　　～すこやかな成長こそ子どもの人権～　　　　　　　　　　　～すこやかな成長こそ子どもの人権～　　　　　　　　　　　～すこやかな成長こそ子どもの人権～　　　　　　　　　　　～すこやかな成長こそ子どもの人権～

　いじめ、不登校、学級崩壊、学力問題、高校中退、ひきこもり、ニート・・・・・子どもや若者
をめぐって気がかりな話題が絶えません。子どもたちにとって「すこやかに成長する権利」は最大
の人権ですが、これが危うくなってきているのでしょうか。
　わが人権協会は「地域の大人の組織」のひとつです。また、市内には子育て中ではないけれど、
子どもたちの現状について心配している大人はたくさんおられます。さて、こうした地域の大人が
地域の子どもたちのために何かできることはないのか？教育委員会の人に教えてもらいながらまと
めてみました。（文責　事務局　源）

　人間関係を形成する能力が育っていない　人間関係を形成する能力が育っていない　人間関係を形成する能力が育っていない　人間関係を形成する能力が育っていない　人間関係を形成する能力が育っていない

　近年の子どもたちの気がかりな現象について注
目し、研究している人たちの多くは「健康な人間
関係を形成する力が育っていない子どもが増えて
いる」ことを指摘しています。
　健康な人間関係の土台とも言うべき「相手を尊
重する態度」がとれること、つまり「相手を人間
として尊重できる」ためには、まず、「自分自身
をかけがえのない存在として尊重できること（自
尊感情）」が必要ですが、その土台すら不充分な
子どもが増加しているということです。
　このような子どもや若者は、人間関係が下手で
あるだけでなく、生きている実感も薄いといわれ
ています。
　このような状況は「自分を尊重できると同時に
他者を尊重できる」という人権教育の目標
（2004（平成16）年6月文部科学省人権教育の指
導方法等に関する調査研究会議「第1次とりまと
め」）から見ても憂慮すべき状態です。

　知識よりも感性を身に付けさせる知識よりも感性を身に付けさせる知識よりも感性を身に付けさせる知識よりも感性を身に付けさせる知識よりも感性を身に付けさせる

　　　　　「他者を尊重する」とか「自己を尊重する」と
かは知識の問題ではなくて感性の問題です。教育
は「教え込む」こととしてイメージされがちです
が感性は教え込むことはできません。体験の積み
重ねによって自然に身に付けていくより方法があ
りません。

　健康で多様な人間関係の体験を健康で多様な人間関係の体験を健康で多様な人間関係の体験を健康で多様な人間関係の体験を健康で多様な人間関係の体験を

　　　　　以上のことから、近年教師達は「自尊感情」
「自己表現力」「他者理解力」「コミュニケーショ
ン能力」などを育てる取り組みを行なっていま
す。
　これらは基本的には、健康で多様な人間関係の
体験の積み重ねによって育っていくのです。
 したがって教師たちは「子どもと子ども」の多
様な関係作りをはじめとして、教師と子どもの関

　なぜ、なぜ、なぜ、なぜ、なぜ、地域の大人が必要か地域の大人が必要か地域の大人が必要か地域の大人が必要か地域の大人が必要か

　子どもたちの人間関係は昔に比べると狭くなっ
ているといわれています。子どもどうしの関係は
地域での異年齢を含む群遊びがなくなったため、
学校や塾での同年齢の関係しかないと言われま
す。大人との関係は親以外は学校の先生や塾の先
生そしてスイミングの先生など「先生」ばかりだ
といわれます。
　こうしたことから地域の大人が地域の子どもた
ちと関わることは、先生以外の大人との触れ合い
になるだけでなく、異年齢の子どもを集めるチャ
ンスにもなり、異年齢の子どもどうしの触れ合う
機会を作ることにもなります。

　四中校区では７年前から続いている四中校区では７年前から続いている四中校区では７年前から続いている四中校区では７年前から続いている四中校区では７年前から続いている

　　　　　以前、「いじめ不登校をなくし、さわやか摂
津っ子を育てる委員会（略称さわやか委員会）」
が多くの団体によって作られたことがあります。
　四中校区では7年前に、このさわやか委員会の
呼びかけに応えて、地域の大人と子どもが触れ合
い異年齢の子どもが触れ合う行事を創りだしまし
た。その後、四中校区地域教育協議会として生ま
れ変わり現在もその目的達成のため活躍していま
す。
　そのひとつが別府小学校区の「別府わかものみ
こし祭り」です。自治会ごとに子どもみこしを手
作りし、３地区から出発した隊列は復活させた太
鼓のリズムで地域をねり歩き、最後は集会所横の
広場に結集するというものです。
広場には模擬店がずらりと並び中学生によるビン
ゴゲームがくり拡げられます。これらすべてが地
域の大人と子どもの手作りです。
　　　　　味生小学校区では、学校の運動会と地域の運動
会を合同で実施することにしました。
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係も大事にし、親子関係の調整にも努力していま
す。



　知っていますか知っていますか知っていますか知っていますか知っていますか「「「「「わわわわわくくくくくわわわわわくくくくく広広広広広場場場場場」」」」」
　　　　　
　　　　　子どもたちに安心、安全な居場所（活動拠点）
を提供するために、週に1回（2時～5時）程度
学校の運動場や体育館等を開放し、指導員（地
域のボランティア）を派遣する事業が始まって
います。摂津市地域子ども教室（わくわく広場）
と言います。
　文部科学省が推進しているプランで摂津市で
は2006（平成18）年にはすべての小学校で実施
する予定で、現在指導員を募っています。

　多様です、　多様です、　多様です、　多様です、　多様です、地域の子ども支援地域の子ども支援地域の子ども支援地域の子ども支援地域の子ども支援

　　　　　地域による子ども支援活動は他にも多様に行
われています。
　「子どもの職業体験・社会体験の受け入れ」
「登下校の安全の見守り」「子ども110番の家」
学校によってはお年寄りと小学校低学年の「世
代間交流」の行事をしたり、独自に「サポー
ター」をお願いしている所もあるようです。

　地域教育協議会地域教育協議会地域教育協議会地域教育協議会地域教育協議会・・・・・学校評議会も学校評議会も学校評議会も学校評議会も学校評議会も

　地域で子どもを育てていくための教育母体と
しての「地域教育協議会」が各中学校区で5年
ほど前にスタートしました。わが人権協会の校
区推進委員会の多くもここに加入しています。
　さらに、学校外の意見を校長が聞くための組
織である「学校評議会（協議会）」が05（平成
17）年度中に校区ごとに立ち上げられる予定で、
地域の人の何人かが評議員を依頼されるはずで
す。
　以上のように地域の大人たちが学校や子ども
たちを支援するしくみは、けっこうさまざまに
存在するのです。

　地域の子供は地域の大人で　地域の子供は地域の大人で　地域の子供は地域の大人で　地域の子供は地域の大人で　地域の子供は地域の大人で

　「地域の子供は地域の大人で育てましょう」と
書かれた看板をよく目にします。確かにそれは大
事なことです
　しかし、例えば家の近くで中学生らしい子が数
人座り込んでいて、中にはタバコを吸っている子
がいたとします。
　本来ならこの子たちに声をかけてタバコをやめ
させるべきです。
　でも、見ず知らずの中学生の群れに声をかける
のは大変勇気のいることで、なかなか出来ること
ではありません。
　けれど、もしその中の何人かが顏見知りだとす
れば、どこかで付き合いのある関係だとすれば、
いっぺんに声をかけやすい状況に変わります。

　顔見知りを増やしましょう　顔見知りを増やしましょう　顔見知りを増やしましょう　顔見知りを増やしましょう　顔見知りを増やしましょう

　地域ができる大事なことは、多様な顔見知りの
関係を作っていくことでしょう。
　それは「悪いことをやめさせる」といった狭い
効果だけでなく、近ごろの子供が不足している多
様な人間関係の体験を保証し、子供たちの心を豊
かに育てていくからです

　どちらの行事も地域の顔見知りが増え、行事以
外の普通の日でも挨拶を交わす関係が増加してい
るようです。
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